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新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベント・行事等が中止、延期となる可能性があります。

花
火
の
町
、
い
い
じ
ま
。

花
火
の
町
、
い
い
じ
ま
。

　
　
　
お
う
ち
で
も
花
火
が
楽
し
め
る
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
が

　
　
　
お
う
ち
で
も
花
火
が
楽
し
め
る
よ
う
に
様
々
な
取
り
組
み
が

　
　
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

　
　
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
1818
ペ
ー
ジ
、
裏
表
紙
を
ご
覧
く

ペ
ー
ジ
、
裏
表
紙
を
ご
覧
く

　
　
だ
さ
い
。

　
　
だ
さ
い
。

花
火
写
真
提
供
：
湯
澤
敏
樹
さ
ん
（
新
田
）

花
火
写
真
提
供
：
湯
澤
敏
樹
さ
ん
（
新
田
）

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベント・行事等が中止、延期となる可能性があります。
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新しい発想で将来にわたって
暮らしやすいまちを目指して

令和３年度からの飯島町の新しい最上位計画「第６次総合計画」の
策定が進んでいます。この計画は、１０年先を見据えながら、まち
づくりをどのように進めていくのかを町民の皆さんと一緒に考えな
がら作る計画です。このたびは、策定が進んでいる計画案の様子を
お知らせいたします。
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「
総
合
計
画
」
っ
て
何
？

　
総
合
計
画
は
一
言
で
言
う
と
、
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進

め
る
た
め
の
計
画
で
す
。
長
期
的
な
展
望
の

中
で
、
ま
ち
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
考
え
な

が
ら
、
必
要
な
取
り
組
み
を
計
画
的
に
行
っ

て
い
く
た
め
の
計
画
で
、
地
方
分
権
が
進
め

ら
れ
る
今
、
市
町
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
計
画
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飯
島
町
の
第
６
次
総
合
計
画
に
は

次
の
よ
う
な
性
格
が
あ
り
ま
す
。

◇
第
６
次
総
合
計
画
の
性
格

　
・
飯
島
町
の
最
上
位
の
計
画

　
・
10
年
先
の
将
来
像
を
展
望
し
実
現
す
る 

　
　
た
め
の
計
画

　
・
地
方
創
生
の
た
め
の
戦
略

　
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
指
針

　
・
行
財
政
改
革
の
指
針　

ま
ち
の
将
来
像 

「
10
年
先
に
、
ど
ん
な
町
で
あ
り
た
い
か
」

昨
年
の
７
月
に
『「
第
６
次
総
合
計
画
」

策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
町
在
住
の
15
歳

以
上
の
方
３
，
０
０
０
人
と
、
町
内
の
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
「
飯
島
町
が
将
来
に
わ
た
っ
た

目
指
す
べ
き
姿
」
な
ど
、
様
々
な
項
目
に
つ

い
て
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
な
ど
か
ら
、
ま
ち
が
目
指
す

べ
き
将
来
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
次
の
よ
う
に
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

ＳＳＤＧｓＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）（エス・ディー・ジーズ）

持続可能な開発目標（SDGs）は、持続可能な開発目標（SDGs）は、
2015 年 9 月の国連サミットで採択され2015 年 9 月の国連サミットで採択され
た「持続可能な開発のための 2030 アジた「持続可能な開発のための 2030 アジ
ェンダ」にて記載された 2030 年までにェンダ」にて記載された 2030 年までに
持続可能でよりよい世界を目指す国際目持続可能でよりよい世界を目指す国際目
標です。日本では、国や自治体を中心に標です。日本では、国や自治体を中心に
SDGs の取り組みが進められています。SDGs の取り組みが進められています。

 飯島町基本構想審議会 
　総合計画の骨格は「飯島町基本構想審議会」で
審議されています
　町の総合的な開発・発展に関する重要事項につ
いて調査審議する会議です。区長会や民生児童委
員、教育委員、農林業、商工業、まちづくり団体
等の代表、公募委員など、幅広い皆さんに参画い
ただきながら審議を進めています。

◇
ま
ち
の
将
来
像
イ
メ
ー
ジ

　
・
新
し
い
発
想

　
・
ア
ル
プ
ス
や
自
然
を
生
か
す

　
・
交
通
の
便
の
良
さ
を
生
か
す

　
・
安
全
・
安
心

　
・
の
ん
び
り

　
・
静
か
に
暮
ら
せ
る

　
・
将
来
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
や
す
い

　
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
で
は
、
こ
れ
ら

の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
が
記
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

基本構想審議会の様子基本構想審議会の様子
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社
会
の
情
勢
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か

　
こ
の
先
の
社
会
全
体
は
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
正
確
に
知
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
策
定
で

は
、
次
の
５
つ
の
課
題
と
し
て
整
理
を
し
て

い
ま
す
。

①
進
む
人
口
減
少

日
本
全
体
が
、
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
と

し
て
人
口
減
少
に
転
じ
た
な
か
、
飯
島
町
の

人
口
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
は
、
地
域
経
済
が
縮
小
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
地
域
社
会
の
様
々
な
基
盤
の
維
持
を

困
難
に
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
飯
島
町
で
は

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
や
、
飯
島
町
か
ら
転
出
し
た
若
い
世
代
の

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
こ
と
等
に
よ
り
、
緩
や
か

な
人
口
減
少
と
年
齢
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
り

ま
す
。

4000

7000

10000

13000

( 人 ) 飯島町の将来人口の展望

S55
(1980）

H２
(1990）

H12
(2000）

H22
(2010）

R２
(2020）

R12
(2030） ( 年 )

※国勢調査の人口を基としています。

10,515 10,801
10,989

10,895

10,570

9,902

9,530

9,154
8,771

8,404

10,705

8,970

8,405

7,835

国立社会保障・
人口問題研究所の推移人口

※国が設置した国立社会保障・人
口問題研究所による推計で、人口
減少の対策をしなかった場合の人
口です。

飯島町人口ビジョンが目指す将来人口
※町独自の推計で、総合計画をはじめ、様々な取
り組みを行うことで、人口減少に歯止めをかけ持
続可能な地域を目指す人口です。

↑
人口減少に
歯止めを！

②
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開
通

　
開
通
に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
る
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
、
国
で
は
三
大
都

市
圏
を
約
１
時
間
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
最
大
の
巨
大
都
市
圏
「
ス
ー
パ
ー
・
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
を
形
成
し
、
各
地
域
を
健

全
で
活
力
の
あ
る
関
係
で
結
び
な
が
ら
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
社

会
的
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
飯
島
町
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
中
間

駅
周
辺
地
域
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
中

の
三
遠
南
信
自
動
車
道
と
の
相
乗
効
果
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
強
み
を
生
か

し
た
新
し
い
産
業
の
創
出
や
、
大
都
市
と
地

方
に
ま
た
が
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
供
等

に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲三遠南信自動車道の『天竜峡大橋』（飯田市）。
令和元年11月に開通しました。工事が徐々に進んで
います。リニアと併せて完成後の経済効果が期待され
ています。
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③
“
超
ス
マ
ー
ト
社
会
”
が
来
る

　
国
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
空
間
と
現
実
空
間
が
つ
な
が
る
「
超

ス
マ
ー
ト
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
超
ス
マ
ー
ト
社
会
で
は
、
今
ま
で
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
少
子
高
齢
化

や
地
方
の
過
疎
化
が
も
た
ら
す
多
く
の
課
題

を
も
克
服
し
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

進
化
す
る
Ａ
Ｉ
は
、
今
ま
で
困
難
や
面
倒
が

生
じ
て
い
た
作
業
か
ら
人
を
解
放
し
て
い
き

ま
す
。
加
え
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
行

動
に
制
約
が
あ
っ
た
分
野
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
自
動
運
転
な
ど
の
支
援
に
よ
り
、
人
の
可

能
性
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
適
応
し
て
い

く
こ
と
が
、
格
差
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
、
ま
ち
づ
く
り
の
様
々
な
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

④
新
た
な
感
染
症
の
脅
威
と

　「
新
し
い
生
活
様
式
」

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
は

じ
め
と
し
た
感
染
症
へ
の
対
策
も
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
拡
大
の
緊
急
事

態
の
中
で
、
人
々
は
移
動
や
外
出
を
制
限
さ

れ
、
生
活
や
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
は
大
き
な
変

容
を
遂
げ
、
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
生
活

や
仕
事
の
仕
方
「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の

行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。も
は
や
、

感
染
症
に
対
し
て
強
靭
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と

が
、暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
不
可
欠
と
な
り
、

感
染
症
対
策
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
飯
島
町
で

の
生
活
は
都
市
部
で
の
生
活
と
比
べ
、
人
々

が
過
密
な
状
態
に
な
り
に
く
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
も

分
か
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
生
か
し
た

取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

⑤
本
当
の
豊
か
さ
の
時
代
へ

　
こ
れ
ま
で
の
飯
島
町
は
経
済
の
成
長
と
と

も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
飯
島

町
は
、「
飯
島
と
木
島
の
米
の
と
れ
高
に
よ

っ
て
長
野
県
の
米
の
相
場
が
決
ま
る
」
と
言

わ
れ
た
ほ
ど
米
作
り
が
盛
ん
で
、
農
業
を
中

心
に
町
は
発
展
し
ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
、

政
府
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
が
始
ま
る
と
、

産
業
の
中
心
は
製
造
業
に
移
り
ま
し
た
。
町

で
は
、
企
業
振
興
が
図
ら
れ
、
電
子
・
精
密

機
械
業
等
が
発
展
し
、
や
が
て
迎
え
た
高
度

成
長
と
と
も
に
、
雇
用
の
確
保
や
所
得
の
向

上
、
様
々
な
業
種
の
発
展
に
繋
が
り
、
住
民

の
生
活
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
３
年
に
始
ま
っ
た
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
や
、
平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
不
況
を
受
け
、
経
済

の
成
長
が
鈍
く
な
る
と
、
そ
こ
に
少
子
高
齢

化
と
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
拍
車
を
か
け
、

地
域
経
済
も
長
く
停
滞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

本
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
蔓
延
し
経
済
は
混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
に
よ
る
右
肩
上
が
り
の

時
代
は
終
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

物
質
的
な
豊
か
さ
を
追
求
す
る
中
で
拡
大
し

て
き
た
経
済
は
、
す
で
に
地
球
の
供
給
量
を

超
え
重
大
な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
む
と
言
わ

れ
る
人
口
減
少
社
会
で
は
、
縮
小
す
る
労
働

力
の
中
で
、
培
っ
て
き
た
豊
か
さ
を
ど
う
支

え
て
い
く
の
か
が
重
要
な
課
題
と
な
り
、
限

ら
れ
た
様
々
な
資
源
を
有
効
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
が
鍵
と
な
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
、
ふ
た
つ
の
ア
ル
プ
ス
や

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
産
業
を
育

て
な
が
ら
も
、
人
間
本
来
の
営
み
や
心
の
平

穏
を
育
み
、
経
済
活
動
を
超
え
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
今
後
、
多
く
の
人
を
惹
き

つ
け
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
や

す
い
持
続
可
能
な
飯
島
町
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。

豊かな自然の中、適度に距離を取りながら楽
しめる飯島町。新しい生活様式に対応したま
ちづくりが必要とされています。

▲ 自動運転の田植え機。農業の分野にもAI 
   が導入されています。
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具
体
的
な
取
り
組
み
は
「
分
野
別
基
本
施
策
」
で
明
ら
か
に

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
社
会
の

変
化
な
ど
も
見
据
え
た
中
で
ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
い
っ
た
視
点
で
総
合
計
画
の
施
策
は
検
討
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
第
６
次
総
合

計
画
の
う
ち
、
分
野
別
基
本
施
策
で
は
、
必
要
な
取
り
組
み
を
分
野
ご
と
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
が
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
分
野
別
基
本

施
策
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

続
き
は
次
号
で
…

次
号
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画
で
加
わ
っ
た
新
し
い
要
素
「
地
域
計
画
」
な
ど
に

つ
い
て
、お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、今
後
は
住
民
説
明
会
や
広
く
意
見
を
募
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

に
ご
注
目
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２.
美しく快適な暮らしの環境を
将来へつなぐ

①低炭素・循環型のまちづくり
②ごみの少ない暮らしづくり
③接客ホスピタリティー向上
④公平で適正な税収の確保

３.
誰もが健康で居場所と出番があり
共に支え合える地域づくり

①切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健体制
②「生涯健康」支援
③いつでも安心な地域医療体制づくり
④みんなが支え合う地域福祉の実現
⑤障がいがあっても幸せに暮らせるまちづくり
⑥高齢でも自分らしく暮らせるまちづくり

５.
暮らしを支える強靭で快適な
ライフラインの創造

①暮らしを支える道路の整備
②安全・安心の河川整備
③将来を見据えた都市づくり
④住宅施策と空き家対策
⑤地籍調査事業の推進
⑥安全で安心な水道の確保
⑦快適で衛生的な下水道・浄化槽の推進

７.
「子どもの元気」と「学びの力」で
いきいき豊かな暮らし

①子どもの健やかな体と豊かな心を育てる
②学校教育の充実
③子どものための家庭環境づくりの支援
④学ぼう「知ること・為すこと・共に生きること」
⑤スポーツライフ「いつでも・どこでも・いつまでも」
⑥芸術・文化を守りつなぐ

８.
将来像を実現する創造力に
あふれた行政基盤づくり

①将来像を目指す仕組みづくり
②住民ニーズに応える行政改革
③効果的・効率的な財政運営
④公共施設の適正管理・有効活用
⑤適正な会計事務
⑥議会・監査の支援

まちの将来像まちの将来像
イメージイメージ
新しい発想新しい発想

アルプスや自然を生かすアルプスや自然を生かす
交通の便の良さを生かす交通の便の良さを生かす

安全・安心安全・安心
のんびりのんびり

静かに暮らせる静かに暮らせる
将来にわたって暮らしやすい将来にわたって暮らしやすい

将来像を実現する
分野ごとの取り組み

▲昨年の１０月から１１月にかけて、飯島町の新しい総合計画
に向けた地区懇談会が町内４地区で開催されました。将来に向
けて身近な地域がどうありたいか等の活発な意見が出され、分
野別の施策や地域計画などにつなげられました。
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１.
住民と行政の創合力による
安全で安心なまちづくり

①災害に備えた防災体制の充実
②住民主体の防災力アップ
③新たな時代の消防団づくり
④先端技術を活用した未来のサービスづくり
⑤効果的で速やかな情報発信
⑥安心して暮らせる地域公共交通の確保
⑦未来を担う職員の育成と役場機能の効率化

２.
美しく快適な暮らしの環境を
将来へつなぐ

①低炭素・循環型のまちづくり
②ごみの少ない暮らしづくり
③接客ホスピタリティー向上
④公平で適正な税収の確保

４.
地域特性を生かした
産業の創造と振興のまちづくり

①将来を見据えた農地の有効利用
②地域の協力による農作業の効率化
③スマート農業の推進　④就農希望者への積極支援
⑤地域資源を生かした農業の展開
⑥農業生産基盤の整備
⑦地域の特徴を生かした企業誘致
⑧賑わう商店と買い物環境づくり
⑨新しいワークスタイルの推進と起業支援
⑩スマート林業の推進
⑪治山・治水による森林の機能向上
⑫有害鳥獣等対策の推進

６.
魅力向上で住みたい・
住み続けたい地域づくり

①町の魅力を生かした観光地域づくり
②儲かる飯島町の創出
③若者や子育て世代の人口を増やす
④若い世代の結婚を応援
⑤住民参加で盛り上げるコミュニティ機能の充実
⑥将来を見据えた自治組織への支援

７.
「子どもの元気」と「学びの力」で
いきいき豊かな暮らし

①子どもの健やかな体と豊かな心を育てる
②学校教育の充実
③子どものための家庭環境づくりの支援
④学ぼう「知ること・為すこと・共に生きること」
⑤スポーツライフ「いつでも・どこでも・いつまでも」
⑥芸術・文化を守りつなぐ

まちの将来像まちの将来像
イメージイメージ
新しい発想新しい発想

アルプスや自然を生かすアルプスや自然を生かす
交通の便の良さを生かす交通の便の良さを生かす

安全・安心安全・安心
のんびりのんびり

静かに暮らせる静かに暮らせる
将来にわたって暮らしやすい将来にわたって暮らしやすい

将来
像の
実現
に向
けて

どん
な取
り組
みが
必要
かな
？

【分野別基本施策】
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広
報
５
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
、
飯
島

町
に
生
息
す
る
貴
重
な
蝶
「
ミ
ヤ
マ
シ
ジ

ミ
」
。
小
ぶ
り
だ
け
ど
美
し
い
こ
の
蝶
を
ど

う
す
れ
ば
守
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
方
法
は
営
農
活
動
と
両
立
で

き
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
私

た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
き

た
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
の
守
り
方
を
ご
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１ 

ど
の
よ
う
な
管
理
が
必
要
？

　
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
の
よ
う
な
草
地
に
暮
ら
す

生
き
物
は
、
当
然
草
地
が
な
い
と
生
き
残
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
温
暖
で
湿
潤
な
日
本

で
は
、
草
地
を
放
っ
て
お
く
と
森
林
へ
と
移

り
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
草
地
に
暮
ら
す

生
き
物
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
適
度
に
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地
の
畔
や
土

手
、
法
面
に
暮
ら
す
飯
島
町
の
ミ
ヤ
マ
シ
ジ

ミ
の
場
合
、
５
～
10
月
に
１
～
３
回
の
草
刈

り
を
行
う
と
、
数
が
最
も
多
く
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
（
図
１
）
。

　で
は
な
ぜ
本
種
に
と
っ
て
の
草
刈
り
は
０
回

や
４
、
５
回
よ
り
も
、
１
～
３
回
が
適
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
の
１
つ
と

し
て
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、
天
敵
で
あ
る
寄

生
バ
エ
の
存
在
で
す
（
５
月
号
の
図
５
参
照

）
。
私
た
ち
は
、
七
久
保
と
本
郷
を
中
心
に

36
か
所
の
畔
や
土
手
で
草
刈
り
の
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
５
～
10
月
の
間
に
２
回
の
草
刈

り
を
行
い
、
１
つ
の
実
験
区
を
、
地
際
で
刈

る
箇
所
・
約
10
セ
ン
チ
残
し
て
刈
る
箇
所
・

約
20
セ
ン
チ
残
し
て
刈
る
箇
所
の
３
つ
に
分

け
ま
し
た
。
す
る
と
、
本
種
の
幼
虫
が
寄
生

さ
れ
る
割
合
が
草
丈
が
高
く
な
る
ほ
ど
増
加

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
（
図
２
）
。 

　
　
　
　 

　　
一
方
で
４
回
や
５
回
も
草
を
刈
る
こ
と
で

草
丈
を
低
く
す
る
と
今
度
は
、
幼
虫
の
食
草

コ
マ
ツ
ナ
ギ
や
成
虫
の
吸
蜜
植
物
が
減
っ
て

し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
寄
生
バ
エ
を
追
い
払

っ
て
く
れ
る
共
生
ア
リ
が
暮
ら
し
づ
ら
く
な

っ
て
し
ま
い
（
５
月
号
図
６
Ａ
）
蝶
の
生
息

に
不
向
き
な
環
境
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
で
は
、
５
～
10
月
の
い
つ
の
時
期
に
１
～

３
回
の
草
刈
り
を
行
う
こ
と
が
本
種
に
と
っ

て
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
士
課
程
２
年
　
　
出で

戸と 

秀ひ
で

典の
り

ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
守
っ
て
い
く
に
は

ミヤマシジミミヤマシジミの研究 の研究 編編
　Part２Part２

農業生産性の増強と環境保全を共に進めるまちづくりへ

　飯島町では東京大学等による、『将来を見据え、自然環境を守りながら、農業生産力の向上を目指すため　飯島町では東京大学等による、『将来を見据え、自然環境を守りながら、農業生産力の向上を目指すため

の研究』が行われています。広報５月号に引き続き、これまでの研究の成果をお伝えします。の研究』が行われています。広報５月号に引き続き、これまでの研究の成果をお伝えします。

　今回は東京大学大学院農学生命科学研究科の出戸さんによる「ミヤマシジミを守っていくために私たちが　今回は東京大学大学院農学生命科学研究科の出戸さんによる「ミヤマシジミを守っていくために私たちが

できること」についての研究成果をお伝えします。できること」についての研究成果をお伝えします。

問　産業振興課農政係　内線161問　産業振興課農政係　内線161

回
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図
３
Ａ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
草
刈
り
か
ら

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
幼
虫
の
数
が
増
え

て
い
き
、
10
週
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
こ
と

が
見
て
取
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
幼
虫
が
多
く

い
る
時
期
の
10
週
前
に
草
を
刈
る
こ
と
で
、

幼
虫
の
数
を
最
大
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
こ
れ
を
実
際
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
考

え
る
と
、
６
月
上
旬
・
７
月
中
下
旬
・
９
月

上
旬
の
３
つ
の
時
期
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す

（
図
３
Ｂ
）
。
こ
の
３
時
期
の
う
ち
１
～
３

つ
を
選
ん
で
草
を
刈
る
こ
と
で
本
種
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

６
月
上
旬
は
田
植
え
後
の
時
期
、
７
月
中
下

旬
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
対
策
、
９
月
上
旬
は

稲
刈
り
前
と
、
米
作
り
と
の
相
性
も
悪
く
あ

り
ま
せ
ん
。

２ 

ど
こ
で
管
理
が
必
要
？

　
こ
れ
ま
で
本
種
に
と
っ
て
適
し
た
管
理
と

は
何
な
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
全
て
の
場
所
で
適
し
た
管
理
を
行
え

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ど
こ
で
よ

り
優
先
し
て
管
理
を
行
う
べ
き
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
図
４
Ａ
の
よ
う
に
、
畔

と
土
手
と
法
面
と
い
う
３
つ
に
農
地
周
辺
の

草
地
を
大
別
す
る
と
、
畔
よ
り
も
土
手
と
法

面
で
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
（
図
４
Ｂ
）
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
は
土
手
と
法
面
の
生
息
地
を
重
点
的
に

管
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
こ
こ
で
問
題
な
の
は
適
し
た
時
期
に

ど
こ
の
生
息
地
も
草
を
刈
る
と
か
え
っ
て
悪

影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
す
。

と
い
う
の
も
草
を
刈
る
と
、
食
草
が
減
る
な

ど
し
て
生
息
地
が
一
時
的
に
蝶
に
と
っ
て
質

の
低
い
環
境
と
な
り
、
そ
れ
が
ど
こ
の
生
息

地
で
も
同
時
に
起
こ
る
と
、
蝶
は
ど
こ
に
行

っ
て
も
生
息
で
き
な
い
環
境
が
広
が
っ
て
し

ま
う
た
め
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
蝶
が
飛
ぶ

200
～
500
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
は
、
３
つ
の
適

し
た
時
期
（
６
月
上
旬
・
７
月
中
下
旬
・
９

月
上
旬
）
を
上
手
に
選
ん
で
草
刈
り
の
時
期

を
ず
ら
す
こ
と
が
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
安
定

し
て
存
続
さ
せ
て
い
く
鍵
と
な
る
の
で
す

（
図
５
）
。

週
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８
月
30
日 

日
曜
日 

　

町
の
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

総
務
課
危
機
管
理
係

　
内
線 

２
１
９

　

防
災

今
年
の
訓
練
内
容

■
感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
避
難
所
開
設
訓
練

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
、
避
難
所
で
の
感
染
症
対
策
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
規
模
地
震
発
生
直
後
の
避
難
所
開

設
で
は
行
政
の
助
け
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
避
難
所
の
開
設
、

運
営
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
感
染
症

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
避
難
所
開
設
訓
練
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

 

■
各
家
庭
で
行
う
訓
練

　
◆
地
震
発
生
の
防
災
無
線
が
流
れ
た
と
き

　
　
①
身
を
守
る
行
動

　
　
②
家
族
の
安
否
確
認

　
　
③
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
（
火
の
元
点
検
）

　
◆
避
難
所
等
へ
避
難
開
始
す
る
と
き

　
　
①
非
常
持
出
品
の
確
認

　
　
②
家
族
の
無
事
を
示
す
「
白
い
タ
オ
ル
」
を 

　
　
　
玄
関
に
結
び
付
け
る

　
　
③
一
人
暮
ら
し
世
帯
等
へ
の
声
掛
け

　
◆
日
常
生
活
で
の
確
認

　
　
①
家
庭
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家
族 

　
　
　
が
離
れ
て
い
る
時
の
連
絡
手
段
や
避
難
方 

　
　
　
法
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
②
「
み
ん
な
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参 

　
　
　
考
に
家
の
安
全
対
策
、
非
常
持
出
品
や
備 

　
　
　
蓄
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
③
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
、
危
険 

　
　
　
箇
所
や
避
難
場
所
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
隣
組
で
行
う
訓
練

　
　
①
安
否
確
認
訓
練

　
　
②
隣
組
代
表
に
よ
る
自
治
会
長
へ
の
安
否
報
告

　
　
③
要
配
慮
者
の
把
握
と
台
帳
の
作
成

■
自
主
防
災
会
が
行
う
訓
練

　
①
避
難
所
開
設
訓
練

　
②
安
否
確
認
訓
練

　
③
役
割
分
担
訓
練

　
④
要
配
慮
者
台
帳
の
作
成
（
※
１
）

　
⑤
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
・
更
新
（
※
２
）

　
⑥
情
報
伝
達
訓
練

■
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
訓
練
へ
の
参
加
範

囲
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
隣
組
・
自
主
防
災

会
へ
の
訓
練
の
参
加
は
、
役
員
を
中
心
に
行
う
、

ま
た
は
参
加
世
帯
を
少
な
く
す
る
な
ど
自
治
会
ご

と
の
状
況
に
合
せ
て
い
た
だ
き
、
３
密
を
避
け
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

 

▲ 避難所開設マニュアル
町ホームページに掲載しています。

「総合ハザードマップ」を参考に各ご家庭、地域の
方と身近な危険箇所を確認しましょう！

※１要配慮者台帳…避難等で手助けの必要な方（高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦さん等）を把握し、その方 
　　　　　　　　　たちを誰が支援するか決めておくもの。
※２住民支え合いマップ…要配慮者台帳を基に災害時の一時避難場所や周辺の活用できる社会資源等をマップ 
　　　　　　　　　　　　に落とし、地域住民の皆さんが日頃の見守りや災害時に活用するもの。

済
H28全戸配布

済
H30

全戸配布



『新型コロナ臨時交付金』
を活用して揃えています！

☆避難所衛生資材備蓄事業
避難場所における感染症対策のため、
消毒液やマスク等の衛生資材を備蓄し
ます。

☆消防団活動衛生確保事業
有事における活動時における感染症対
策のため、マスクやゴーグルを配備し
ます。

そのほか 2 次補正対応分でも、防災
機能強化を図るよう計画しています。
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風
邪
症
状
の
あ
る
方
、
感
染
拡
大
地
域
と
の
往
来

歴
（
２
週
間
前
後
）
の
あ
る
方
は
参
加
し
な
い
な

ど
の
感
染
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
自
治
会
・
自

主
防
災
会
の
訓
練
に
参
加
し
な
い
方
も
各
家
庭
で

行
う
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

訓
練
に
併
せ
て
事
前
に
確
認
し
た
い
こ
と

■
新
し
い
避
難
の
カ
タ
チ

　
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け
る
こ
と
で
す
。

安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難
所
へ
行
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
避
難
所
へ
大
勢
の
方
が

避
難
す
る
と
過
密
状
態
に
な
り
、
感
染
症
の
リ
ス

ク
が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
指
定
緊
急
避
難
場

所
・
指
定
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
が
避
難

す
る
場
所
の
候
補
を
事
前
に
検
討
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　
①
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
降
の
建 

　
　
築
）
を
満
た
し
て
お
り
、
自
宅
で
の
生
活
が 

　
　
可
能
な
場
合
は
在
宅
避
難(

自
宅
の
安
全
な 

　
　
ス
ペ
ー
ス
等)

を
し
ま
し
ょ
う
。

②
親
戚
や
友
人
の
家
等
へ
避
難
が
可
能
な
場
合 

　
　
は
そ
ち
ら
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。(

避
難
の 

　
　
際
は
、
隣
近
所
や
隣
組
長
へ
避
難
先
を
伝
え 

　
　
て
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。)

　
③
車
中
泊
も
密
接
を
回
避
す
る
う
え
で
有
効
で 

　
　
す
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
等
に
十
分
注
意 

　
　
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
④
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス(

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス)

や
ア
ウ 

　
　
ト
ド
ア
用
の
テ
ン
ト
も
避
難
施
設
と
し
て
有 

　
　
効
で
す
。

■
非
常
持
出
品
へ
追
加
し
ま
し
ょ
う

　
　
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
次
の
物
品
を
あ
ら

　 

　
か
じ
め
非
常
持
出
品
に
加
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
・
マ
ス
ク

　
・
消
毒
液

　
・
体
温
計

　
　
マ
ス
ク
、
消
毒
液
は
感
染
症
対
策
の
た
め
、 

　
体
温
計
は
避
難
生
活
を
す
る
う
え
で
の
毎
日
の 

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
使
用
し
ま
す
。

　
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
避
難
所
へ
密
集
し
な

い
よ
う
避
難
の
多
様
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
、
隣
近
所
、
自
治
会
で
様
々
な
避
難
の
場

所
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
　
　
　
◆

　
　
　
◆

　
大
き
な
災
害
の
際
に
行
政
の
支
援
「
公
助
」
が

ど
こ
ま
で
行
き
届
く
か
は
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。
訓

練
を
通
じ
て
「
自
助
」
と
「
共
助
」
の
質
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

時間 訓練想定 訓練内容

午前６：００ 地震発生 ・身を守る行動、家族の安否確認、火の元点検

午前６：４０
　　　～７：００頃

避難訓練
安否確認訓練

・非常持出品の確認
・隣近所単位で決めた避難場所へ避難し安否確認
・隣組⇒自治会へ安否報告

午前７：００頃 自主防災会による訓練

・指定緊急避難場所、指定避難所開設訓練
・区、自治会の計画した訓練の実施
・要配慮者台帳の作成、更新
・住民支え合いマップの作成、更新

午前９：００頃 訓練終了 ご協力ありがとうございました。お疲れ様でした。

 訓練のタイムスケジュール 
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
保
健
医
療
係

　
内
線 

１
７
４

　

　
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
が
予
防
接
種
法
に
基
づ

く
「
定
期
接
種
」
に
な
り
ま
す
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

胃
腸
炎
に
よ
る
入
院
患
者
を
約
70
～
90
％
減
ら
せ
る
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

手
当

健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
内
線
１
７
５ 

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
急
性
の
胃
腸
炎
で
、乳
幼
児（
０

～
６
歳
こ
ろ)

に
か
か
り
や
す
い
病
気

で
す
。
主
な
症
状
は
、
水
の
よ
う
な
下

痢
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
発
熱
、
腹
痛
で
す
。

５
歳
ま
で
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
子
ど
も

が
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
脱
水
症
状
が
ひ
ど
く
な

る
と
入
院
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
５
歳
ま
で
の
急
性
胃
腸
炎

の
入
院
患
者
の
う
ち
、
約
40
～
50
％
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
す
。

(

厚
労
省
　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
よ
り
一
部
改
変)

■
定
期
接
種
の
対
象
者

　
令
和
２
年
８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方

【
生
後
２
か
月
で
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
】

・
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

  

（
初
回
接
種
は
生
後
６
週
か
ら
生
後
14
週
）

・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類

あ
り
、
い
ず
れ
も
経
口
接
種
で
同
様
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
２
つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
回
数
が
異

な
り
ま
す
。
初
回
接
種
し
た
も
の
と
同

じ
ワ
ク
チ
ン
で
、
決
め
ら
れ
た
回
数
の

接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
の
少
な
い
ひ
と
り
親
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養 

　
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、 

　
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養 

　
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ 

　
る
方

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

　
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変 

　
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養 

　
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同 

　
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
町
か 

　
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
請
先
・
お
問
合
せ

　
飯
島
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
地
域
福
祉
係
　
内
線
175

①の対象者 ②の対象者 ③の対象者

基
本
給
付

支給額 １世帯５万円　※第２子以降１人につき３万円加算

申請 不要 要

支給時期 ８月頃 可能な限り速やかに

追
加
給
付

支給額 収入が減少した場合５万円

－申請 要
（定例の現況確確時等） 要

支給時期 可能な限り速やかに
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千
人
塚
公
園 

「
観
光
振
興
施
設
」
の
名
称
募
集

募
集

地
域
創
造
課
魅
力
デ
ザ
イ
ン
係

　
内
線
１
２
６ 

　

募
集

千
人
塚
公
園
、
与
田
切
公
園

指
定
管
理
者
募
集

地
域
創
造
課
魅
力
デ
ザ
イ
ン
係

　
内
線
１
２
６ 

　

　
　
千
人
塚
公
園
の
新
た
な
観
光
振
興
施
設
と
す
る
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
施

設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
千
人
塚
公
園
は
、海
洋
ス
ポ
ー
ツ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
季
節
の
自
然
が
満
喫
で
き
る
国
定
公
園
で
す
。

　
観
光
客
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
「
覚
え
や

す
く
」「
親
し
み
の
あ
る
」
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
８
月
24
日
（
月
）
～
９
月
25
日
（
金
）

■
応
募
資
格

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
町
内
出
身

の
方

■
応
募
要
件

　

　
・
他
の
名
称
や
商
標
な
ど
に
類
似
し 

　
　
て
い
な
い
こ
と

　
・
応
募
は
１
人
１
点
ま
で

■
応
募
方
法
　

　
①
施
設
の
名
称
と
そ
の
理
由

　
②
応
募
者
の
名
前
・
住
所
・
電
話
番
号 

　
◆
①
と
②
を
メ
ー
ル
・
電
話
・
フ
ァ 

　
　
ッ
ク
ス
・
い
い
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
な 

　
　
ど
で
地
域
創
造
課
ま
で
お
寄
せ
く 

　
　
だ
さ
い
。

■
結
果
発
表

　
広
報
紙
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
・
提
出
先

　
電
話
　
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
６
５-

８
６-

２
０
５
１

　
メ
ー
ル

　chisou@
tow

n.iijim
a.lg.jp

　
民
間
の
視
点
と
手
法
で
観
光
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
公
園
の
管
理
運
営
業
務
を

行
う
事
業
者
や
団
体
を
公
募
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
公
募

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
指
定
管
理
の
場
所

　

　
①
千
人
塚
公
園
（
約
３
ha
）　

　
・
千
人
塚
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

　
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
・
千
人
塚
交
流
施
設

　
・
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン

　
・
観
光
振
興
施
設

　
・
艇
庫
南
ト
イ
レ
　
・
駐
車
場

　
②
与
田
切
公
園
（
約
５
．
８
ha
）

　
・
公
園
管
理
人
室

　
・
休
憩
施
設

　
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
・
プ
ー
ル
管
理
棟
等

　
・
水
泳
プ
ー
ル

　
・
フ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

　
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
芝
生
広
場

　
・
遊
園
広
場
　
・
越
百
の
水

　
・
坊
主
平
観
光
ト
イ
レ

※
①
、
②
い
ず
れ
も
施
設
管
理
を
含
む

■
指
定
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
公
募
資
格

　
日
本
国
内
に
主
た
る
事
業
所
が
所
在

す
る
法
人
や
団
体

※
個
人
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
公
募
の
受
付
期
間

　
令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
）
～

　
令
和
２
年
９
月
30
日
（
水
）

■
公
募
説
明
会
・
現
地
見
学
会

　
令
和
２
年
９
月
１
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
　
与
田
切
公
園

　
午
後
１
時
30
分
～
　
千
人
塚
公
園

■
審
査
方
法

　
資
格
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

審
査
（
10
月
上
旬
）
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飯
島
町
営
業
部
で
は
２
０
１
７
年
か
ら
楽

天
市
場
に
出
店
を
は
じ
め
て
約
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
「
飯
島
町
の
自
慢
の
特
産
品
を

多
く
の
方
に
届
け
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
全
国
に
商
品
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
商
品
カ

テ
ゴ
リ
は
農
作
物
・
加
工
食
品
・
芸
術
品
・

工
芸
品
な
ど
で
、
開
店
当
初
は
９
事
業
者
・

20
商
品
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
27
事
業
者

140
商
品
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
人
気
の
商

品
は
、
産
直
だ
か
ら
で
き
る
商
品
や
、
ス
ー

パ
ー
や
商
店
に
並
ば
な
い
珍
し
い
商
品
で
す
。

　

例
え
ば
、
以
前
は
廃
棄
処
分
し
て
い
た

「
曲
が
り
」
や
「
短
い
」
バ
ラ
の
花
を
、
結

婚
式
や
披
露
宴
で
使
う
フ
ラ
ワ
ー
シ
ャ
ワ
ー

用
と
し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
の

注
文
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
品
質
に
問
題
の
な
い
「
キ
ズ
」
や

「
形
の
ゆ
が
み
」
が
あ
る
栗
の
鬼
皮
を
む
い

て
「
む
き
栗
」
と
し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、

「
栗
を
食
べ
た
い
け
ど
鬼
皮
を
剥
く
の
が
大

変
だ
」
と
い
う
方
か
ら
注
文
が
殺
到
す
る
な

ど
、
既
存
の
商
品
流
通
の
仕
組
み
だ
と
価
値

が
低
い
と
思
わ
れ
て
い
た
製
品
が
適
正
な
価

格
で
販
売
で
き
る
点
も
ネ
ッ
ト
通
販
の
魅
力

の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
事
業
者
の
特
集
を
行
い
、
大
手
ニ

ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、
１
日
で
約
350

件
の
ご
注
文
を
い
た
だ
く
な
ど
、
徐
々
に
販

売
額
や
認
知
度
を
高
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
予
想
が
難
し
く
、
不
確
実
要
素
が

多
い
現
在
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
直
接
お
客

様
と
関
わ
る
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
最
終

目
標
は
自
社
発
信
で
す
が
、
こ
れ
に
必
要
と

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
楽
天
市
場
飯
島
町
営
業
部
」
に
出
品
し

て
い
た
だ
く
場
合
、
販
売
に
あ
た
っ
て
商
品

ペ
ー
ジ
の
作
成
や
、
お
客
様
と
の
や
り
取
り

を
一
括
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
は
じ
め
て
ネ

ッ
ト
通
販
に
取
り
組
む
生
産
者
様
で
も
安
心

し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
楽
天
市
場
飯
島
町
営
業
部
」
で
は
全
国

に
自
慢
の
商
品
を
お
届
け
し
た
い
新
規
出
品

者
様
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ネ
ッ
ト

通
販
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
に
関
心
が
あ
る

事
業
者
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
地

域
創
造
課
魅
力
デ
ザ
イ
ン
係
ま
で
ご
連
絡
を

く
だ
さ
い
。

卒
業
卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
着
任
当
初
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

思
う
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
に
少
し
ず
つ

結
果
に
つ
な
が
り
、
飯
島
町
で
生
産
さ
れ
る

商
品
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　
退
任
後
も
ネ
ッ
ト
販
売
事
業
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
引
き
続

き
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
方
に
商
品
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
南
田
切
で
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
た
小
さ
な
宿
泊
施
設
、
一
棟
貸
し
古

民
家
宿
「nagare

」
を
開
業
し
ま
し
た
。

近
隣
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い

よ
う
に
最
大
限
の
配
慮
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
町
の
魅
力
を
１
人
で
も
多
く
の

方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
飯
島
町
の
皆
さ
ま
に
い
た
だ
い
た
ご
縁
を
し

っ
か
り
お
返
し
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　お客様にご満足いただけるよう、配送
方法など細かい部分も生産者の方と相談
し販売を行っています。

石
いし

川
かわ

景
けい

規
き

 隊員

平成29年８月より地域お
こし協力隊としての活動を
スタート。インターネット
販売事業で特産品などの新
たな販路を開拓してきまし
た。

地域おこし協力隊通信
　地域おこし協力隊としてインターネット販売事業

を行ってきた石川景規さんが７月末をもって卒業し

ました。スタートして約３年が経つインターネット

販売事業「楽天市場飯島町営業部」の取り組みと、

石川さんの卒業メッセージを紹介します。

問　地域創造課魅力デザイン係　内線 １２７
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新型コロナウイルス感染症
～正しい情報で冷静な対応を心がけましょう～

　これまでの新型コロナウイルス感染症対策へのご理解ご協力に心より感謝いたします。
　新型コロナウイルス感染症が全国的に広まりつつあり、長野県内でも感染者が発生しております。
　８月は「感染拡大防止」と「社会経済活動」両立のための重要な局面となります。引き続き、「新
しい生活様式」を実践し、情報収集と感染予防に努めながら、経済活動の両立も進めていきましょう。

有症状者相談窓口 伊那保健福祉事務所（伊那保健所）　24 時間対応
　電話：0265-76-6837

一般的な健康相談窓口
長野県　8：30 ～ 17：15（休日含む）
　電話：026-235-7277 または 026-235-7278【専用電話】
厚生労働省　9：00 ～ 21：00（休日含む）
　電話：0120-565653【フリーダイヤル】

電話での相談が難しい方に向
けた相談窓口

長野県　　　　ＦＡＸ：026-403-0320
厚生労働省　　ＦＡＸ：03-3595-2756
　　　　　　　メール：corona-2020@mhlw.go.jp

　LINE 公式アカウント「長野県 新型コロナ対策パーソナルサポー
ト」と友だちになり、ご自身の状態を入力いただくことで、ご自身
の状態に合わせた新型コロナウイルス感染症に関する情報がお知ら
せされます。
長野県新型コロナ対策パーソナルサポート：https://lin.ee/9aR5SmI

◆ LINE 公式アカウント「長野県 - 新型コロナ対策パーソナルサポート」

※利用には LINE アプリへの登録が必要です。

　このアプリは、利用者ご本人の同意を前提に、スマートフォンの
近接通信機能（bluetooth）を利用し、プライバシーを確保した上
で、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性について
通知が届きます。お持ちのスマートフォンにインストールすること
で、ご利用いただけます。

◆新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA:COVID-19 Contact Confirming Application）

▲ Google Play ▲ App Store

 Twitter で長野県内の新型コロナウイルスに関する情報が発信されます。
 Twitter を利用している方は、ぜひフォローをお願いします。

◆ Twitter 長野県 新型コロナ対策情報

町民の皆さまへのお願い　
　新型コロナウイルス感染症は、注意していても誰もが感染する可能性があるものです。
皆さまご自身も例外ではありません。感染者や医療従事者などへの不当な差別や偏見、い
じめ等が生じないよう、冷静な行動をお願いいたします。
　また、町内で感染者が発生したとしても、感染者と接触しなければ感染することはあり
ません。冷静な対応をしていただき、地域において不当な差別や偏見が生じないようにお
願いいたします。

お問合せ　飯島町新型コロナウイルス感染症対策本部　内線２１９
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個人情報は法律で守られています
　国勢調査は統計法に基づいて行われる基幹統計調査です。調査員をはじめとする国勢調査に従事する
者には、統計法によって、個人情報を保護するための厳格な守秘義務が課せられています。また回答い
ただいた内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用することは一切ありません。

　国勢調査は、令和２年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯
が対象です。日本に住む人や世帯について知ることで、生活環境の改善や防災計
画など生活に欠かせない様々な政策に役立てられる大切な調査です。
　９月中旬頃から、調査員が皆さまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。
　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、調査書類の配布や受け取りをで
きる限り世帯の皆さまと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしていま
す。
　回答はインターネットを推進しています。スマートフォン、タブレット、パソ
コンなどから簡単に回答できます。（回答は郵送でも可能です。）

国勢調国勢調査査を実施しますを実施します
回答は回答はインターネットインターネットがが便利！便利！

お問合せ　議会事務局 内線231お問合せ　議会事務局 内線231

令和２年10令和２年10月月１１日日
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ひ
き
こ
も
り
の
方
、
ご
家
族
や
関
係
者
の
た
め
の

『
居
場
所
』
・
『
定
例
個
別
相
談
』
始
動
！

「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て

　
ひ
き
こ
も
り
は
テ
レ
ビ
な
ど

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
で
も
生
活
困
窮

相
談
、
介
護
相
談
に
あ
わ
せ
て
の

相
談
な
ど
様
々
な
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
数
年
前
か
ら
ひ

き
こ
も
り
へ
の
理
解
を
進
め
る
た

め
の
講
演
会
や
、
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
・
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
飯
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
一
緒
に
居
場
所
、
個

別
相
談
会
を
始
め
ま
し
た
。

居
場
所
に
つ
い
て

　
ひ
き
こ
も
り
の
ご
本
人
、
ご
家

族
、
支
援
者
、
元
ひ
き
こ
も
り
の

方
、
ま
ず
は
話
を
聞
い
て
み
た
い

と
思
う
方
な
ど
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

「
家
か
ら
出
づ
ら
い
」
「
人
づ
き

あ
い
が
苦
手
」
「
働
い
て
み
た
い

け
ど
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
何
と
な
く
困
っ
て

い
る
感
の
あ
る
方
も
一
度
い
ら
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
３
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
場
所
は
コ
ス
モ
ス
園
で

行
っ
て
い
ま
す
。

「
居
場
所
」
は
、
た
だ
い
ま
名
前

を
募
集
中
で
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

定
例
個
別
相
談

　

　
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
と
午
前
10
時
30
分
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
場
所
は
飯
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
い
ま
す
。
必
ず

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
定
例
日
以
外
で
も
ご
希
望
の
日

時
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
訪
問
も
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
悩
ん
で
い
る
方
々
が
こ
の
「
居

場
所
」
や
「
定
例
個
別
相
談
」
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
何
気
な
い
雑
談
を
し
た
り
、
一

緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
好
き
な

コ
ト
、
モ
ノ
に
つ
い
て
語
っ
た
り

の
ん
び
り
ま
っ
た
り
と
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
み
ん
な
が
や
り
た
い
こ

と
が
出
来
る
場
所
に
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
家
の
風
通
し
が
良
く
な
っ
た

り
、
相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
気
持

ち
が
少
し
で
も
軽
く
な
っ
た
り
、

そ
ん
な
相
談
場
所
と
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

家
族
が
集
ま
っ
て
の
交
流
会
な
ど

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
相
談
・
支
援
場
所
紹
介
】

☆
長
野
県
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
・
情
報
発
信
な
ど
）

☎
０
２
６-

２
２
７-

１
８
１
０

☆
夢
倶
楽
部
し
ら
か
ば
信
州
カ
ウ 

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
学
び
舎
」

（
社
会
に
つ
な
が
る
「
学
び
」
と 

「
体
験
」
の
場
）

☎
０
２
６
５-

８
３-

３
７
５
３

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
・
若
者
サ 

　
ポ
ー
ト
「
は
み
ん
ぐ
」

（
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
若
者
た

ち
の
相
談
や
、
居
場
所
の
活
動
、

若
者
の
自
立
支
援
）

☎
０
２
６
５-

７
６-

７
６
２
７

☆
サ
ポ
ス
テ
プ
ラ
ス

（
『
働
き
た
い
気
持
ち
を
一
歩
進

め
る
』
い
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）

☎
０
２
６
５-

９
６-

７
２
７
３

　
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
方
、
ご
家
族
の
方
な
ど
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
ご
不
明

な
点
、
詳
細
な
ど
は
、
ひ
き
こ
も

り
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係 

☎
０
２
６
５-

８
６-

５
５
１
１ 

役
場
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
０
２
６
５-

８
６-

３
１
１
１

ひきこもりとは…

・学校、アルバイトや仕
事といった外との交流を
避け、原則的に６か月以
上にわたり家庭にとどま
り続けている状態です。
・他者との直接的な交流
をもたない買い物やドラ
イブなどの外出は可能な
こともあります。
出典：長野県ひきこもり支援センタ-

飯島町社会福祉協議会
ひきこもり支援員

川
かわ

井
い

 理
り

恵
え

子
こ

　さん
ひきこもりのご本人

や、ご家族に寄り添

える伴走者でありた

いと思っています。

個別相談等で各ご家

庭に合わせた着地点

を一緒に考えていき

ましょう。



７７～～８８月月のの

出来事出来事
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健
康
も
賞
品
も
ゲ
ッ
ト
！ 

い
い
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
賞
品
贈
呈
式

　
７

　
７
月
22
日
、
令
和
元
年
度
い
い
ち
ゃ
ん
健

康
ポ
イ
ン
ト
賞
品
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
広
報
７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
中
か
ら

抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
位
賞
品
が
当
選

し
た
方
々
へ
直
接
賞
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
健
康

づ
く
り
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
い
い
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
も
７
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ポ

イ
ン
ト
を
集
め
て
健
康
も
賞
品
も
手
に
入
れ

ま
し
ょ
う
！
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お

問
合
せ
は
健
康
福
祉
課
保
健
医
療
係
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

飯
島
の
名
物
「
花
火
」
を
楽
し
む

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

全
国
的
に
お
祭
り
の
中
止
が
相
次
い
で
い
る

中
、
７
月
22
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
う
ち
で
花

火
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
町
か
ら
小
中

学
生
の
家
庭
へ
線
香
花
火
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
有
限
会
社
伊
那
火
工
堀
内
煙
火
店

の
柴
田
さ
ん
か
ら
、
全
国
６
社
と
大
手
旅
行

会
社
が
協
力
し
て
行
う
「
キ
ズ
ナ
ハ
ナ
ビ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
柴

田
さ
ん
は
「
５
月
に
花
火
を
上
げ
た
と
き
に

は
子
ど
も
た
ち
の
声
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。

今
度
は
こ
の
花
火
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
27
日

に
は
キ
ズ
ナ
ハ
ナ
ビ
と
し
て
町
内
２
か
所
で

約
500
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
詳

細
に
つ
い
て
は
表
紙
・
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
７
月
16
日
、
夏
を
迎
え
た
千
人
塚
公
園

で
飯
島
中
学
校
の
１
年
生
が
ヨ
ッ
ト
や

サ
ッ
プ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
連
日
雨
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
こ
の
日
は
天
候
も
良
く
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
が
千
人
塚
に
響
き
ま
し
た
。

　 

　
例
年
で
あ
れ
ば
宿
泊
学
習
を
行
う
と
こ

ろ
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
な
ど
の
観
点
か
ら
今
年
は
千

人
塚
公
園
で
で
き
る
様
々
な
体
験
を
１
日

楽
し
み
ま
し
た
。

　
千
人
塚
、
夏
の
に
ぎ
わ
い

今年はあなたに当たるかも！？



　６月下旬～７月上旬、町民の

森のコアジサイが見頃を迎えま

した。コアジサイは町民の森に

自生しており、たくさん見るこ

とができます。白や薄い青色の

花がかわいらしく咲いていまし

た。

　７月15日、生涯学習センター

講座の美文字講座が開催されま

した。幅広い世代の方が参加

し、美しい文字が習得できるよ

う皆さん講師の先生の話を真剣

に聞いていました。
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ま
ち
な
か
を
活
性
化 

ち
ょ
い
飲
み
in
広
小
路
開
催

　
７
月
25
日
、
飯
島
駅
前
で
「
ち
ょ
い
飲
み

in
広
小
路
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
若
杉
隊
員
と
飯
島
町
商
工
会
青
年
部
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
自

粛
を
し
て
い
た
影
響
を
受
け
、
客
足
が
な
か

な
か
戻
っ
て
い
な
い
ま
ち
な
か
を
活
性
化
し

た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
発
案
さ
れ
、
感
染

症
防
止
対
策
と
し
て
、
完
全
予
約
制
で
間
隔

を
空
け
な
が
ら
屋
外
の
テ
ン
ト
の
下
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
お
つ
ま
み
を
事

前
に
予
約
し
当
日
受
け
取
る
仕
組
み
で
、
参

加
さ
れ
た
約
30
組
の
皆
さ
ん
は
、
各
店
舗
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
お
つ
ま
み
と
ビ
ー
ル
で

「
ち
ょ
い
飲
み
」
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
を
注
文
す
る
と
近
隣
の
協

賛
店
舗
で
使
え
る
割
引
券
が
配
ら
れ
、「
ち

ょ
い
飲
み
」
の
後
は
各
店
舗
に
も
足
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。

野
菜
を
食
べ
て
元
気
！

野
菜
の
も
ぎ
取
り
体
験

　
８
月
３
日
、
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー
主
催
の

野
菜
の
も
ぎ
取
り
体
験
が
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ

ン
た
ぎ
り
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
組
の
親

子
が
参
加
し
、
梅
雨
が
あ
け
て
暑
い
中
で
し

た
が
元
気
に
野
菜
を
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
８
年
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

例
年
、
収
穫
し
た
後
に
野
菜
を
参
加
者
み
ん

な
で
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
収
穫
し
て
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
と
な
り

ま
し
た
。
と
う
も
ろ
こ
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト
を
収
穫
し
、
中
に
は
待

ち
き
れ
ず
そ
の
場
で
野
菜
を
食
べ
る
子
も
い

て
「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
と
う
も
ろ
こ
し
の
食
べ
方
や
、
イ

タ
リ
ア
ン
ト
マ
ト
の
食
べ
方
を
聞
き
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
早
速
家
で
料
理
し
て
食
べ
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

与田切公園内に湧く自然水

「越百の水」の蛇口が改修され

ました。これまでは地上のタン

クを通していましたが、タンク

を撤去し直接水がくめるように

なりました。

時折雨が降る中でしたが、参加された
皆さんは、町内９店舗の趣向を凝らし
たおつまみとビールを堪能しました。

商工会青年部が会場を盛り上げました！



　

こ　
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「
自じ

　ぶ
ん分

た
ち
で

　
　
　
　
作つ

く

っ
た
野や

菜さ
い

を
使つ

か

っ
て
」

　
　
　
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　
　
　
七な

な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

　

　
　
　
　
　
こ
す
も
・
み
な
み
こ
ま
学が

っ

級
き
ゅ
う

一い
ち

同ど
う

キ
ラ
キ
ラ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
作づ

く

り

　
毎ま

い

年と
し

好こ
う

評ひ
ょ
うの

キ
ラ
キ
ラ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
作づ

く

り
が
、
７
月が

つ

10
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
し
た
。
小ち

い

さ
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使つ

か

っ
て
作つ

く

る

の
で
、
小ち

い

さ
な
お
子こ

さ
ん
の
手て

に
持も

ち
や
す
く
、
ゆ
ら
ゆ
ら
揺ゆ

れ
る
ビ
ー
ズ
や
キ
ラ
キ
ラ
光ひ

か

る

パ
ウ
ダ
ー
に
お
母か

あ

さ
ん
た
ち
も

癒い
や

さ
れ
る
と
好こ

う

評ひ
ょ
うで

し
た
。
２

回か
い

目め

は
10
月が

つ

12
日に

ち

に
行

お
こ
な

う
予よ

定て
い

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参さ

ん

加か

く
だ
さ
い
！

プ
ー
ル
あ
そ
び
始は

じ

め
ま
し
た

　
い
い
っ
子こ

セ
ン
タ
ー
の
テ
ラ

ス
に
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
！
平へ

い

日じ
つ

の
午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うは

、
毎ま

い

日に
ち

プ
ー
ル

を
開か

い

放ほ
う

し
て
い
ま
す
。
今こ

年と
し

の

７
月が

つ

は
長な

が

く
続つ

づ

く
梅つ

雨ゆ

の
た

め
、
数す

う

日じ
つ

し
か
あ
そ
べ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
梅つ

雨ゆ

が
終お

わ
り
、

暑あ
つ

く
な
る
こ
と
が
予よ

想そ
う

さ
れ
る

８
月が

つ

は
、
た
く
さ
ん
水み

ず

遊あ
そ

び
が

で
き
る
と
良い

い
で
す
ね
。

７
月が

つ

の
で
き
ご
と

か
ら
…

　
七な

な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
特と

く

別べ
つ

支し

援え
ん

学が
っ

級き
ゅ
うで

は
、
学が

っ

校こ
う

の
畑

は
た
け

で
い
ろ
い
ろ
な
野や

菜さ
い

を
作つ

く

っ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
落ら

っ

花か

生せ
い

な
ど
な
ど
。
そ

し
て
、
毎ま

い

年と
し

畑は
た
けで

と
れ
た
野や

菜さ
い

を
使つ

か

っ
て
パ
ン
や

ク
ッ
キ
ー
を
作つ

く

っ
て
、
保ほ

護ご

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
に
販は

ん

売ば
い

し
て
い
ま
す
。
例た

と

え
ば
、
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
た
ゴ
マ
や
落ら

っ

花か

生せ
い

を
入い

れ
た
ク
ッ
キ
ー
。
ト
マ
ト
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

コ
ー
ン
を
入
れ
た
カ
レ
ー
パ
ン
。
大だ

い

根こ
ん

や
に
ん
じ

ん
を
入い

れ
た
お
で
ん
等な

ど

で
す
。

　
今こ

年と
し

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うの

た

め
、
ま
だ
販は

ん

売ば
い

が
で
き
ま
せ
ん
。
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
た
野や

菜さ
い

は
、
家い

え

に
持も

ち
帰か

え

っ
た
り
、
食た

べ
た
り
し
て
い
ま

す
。
早は

や

く
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で
作つ

く

っ
た
野や

菜さ
い

を
入い

れ
た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

を
販は

ん

売ば
い

し
て
、皆み

な

さ
ん
に
喜

よ
ろ
こ

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　　【
原げ

ん
ぶ
ん文

の
ま
ま
掲け

い
さ
い載

し
て
い
ま
す
】



ひまわりっこひまわりっこ
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飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

１年
ねん

１組
くみ

　　伊
い

藤
とう

　岳
たけ

志
し

　ぼくは、飯
いい

島
じま

町
まち

がもっとにぎやかな町
まち

に

なってほしいです。ここ最
さい

近
きん

の飯
いい

島
じま

町
まち

は店
みせ

がなくなったり、祭
まつ

りが少
すく

なくなったりと

さみしいです。なぜこのようなことになっ

てしまったのでしょうか。もちろんコロナ

ウイルスのかんけいもありますが、ぼくは

今
いま

、飯
いい

島
じま

町
まち

が少
しょう

子
し

高
こう

れい化
か

になっていると

思
おも

います。なのでうけつぐ人
ひと

もいなくなっ

てなくなったりしているのだと思
おも

います。

　なので僕
ぼく

は、飯
いい

島
じま

町
まち

の良
よ

い所
ところ

をもっとＰ

Ｒして、他
ほか

の県
けん

や地
ち

域
いき

から若
わか

い人
ひと

をよんで、

店
みせ

や、祭
まつ

りなどのイベントを復
ふっ

活
かつ

させて、

今
いま

よりにぎやかで笑
え

顔
がお

があふれる飯
いい

島
じま

町
まち

に

していきたいです。

　僕
ぼく

は、この飯
いい

島
じま

町
まち

が自
し

然
ぜん

であふれている、

きれいな水
みず

が流
なが

れているなどいろんな自
じ

慢
まん

が出
で

来
き

る町
まち

なので、今
こん

後
ご

もっとにぎやかな

町
まち

にしていきたいです。

【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

東
とう

部
ぶ

保
ほいくえん

育園の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

　３年
ねん

１組
くみ

担
たん

任
にん

（社
しゃ

会
かい

）

　　北
きた

原
はら

 利
とし

雄
お

 先
せんせい

生

今
こ と し

年４月
がつ

、伊
い

那
な

東
ひがし

小
しょう

学
がっ

校
こう

か

ら飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

へ。駒
こま　が　ね　し

ヶ根市 出
しゅっ

身
しん

、駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

在
ざい　じゅう

住

Ｑ．趣
し ゅ み

味・特
と く ぎ

技は？　Ａ．民
みん

間
かん

信
しん

仰
こう

研
けん

究
きゅう

Ｑ．モットーは？　　Ａ．何
なん

とかなる

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

　　Ａ．カレーライス（飲
の

めるから）

Ｑ．先
せんせい

生になったきっかけは？

Ａ．先
せん

生
せい

という言
こと

葉
ば

の響
ひび

きにあこがれて。

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

で気
き

に入
い

っている所
ところ

は？

Ａ．越
こす

百
も

の水
みず

。長
なが

生
い

きできそうな気
き

がする。

Ｑ．夢
ゆめ

・目
もく

標
ひょう

は？

Ａ．愛
あい

されるおじいさんになる。

Ｑ．最
さい

近
きん

、嬉
うれ

しかったこと

Ａ．娘
むすめ

たちが父
ちち

の日
ひ

にラインで連
れん

絡
らく

をくれた。久
ひさ

しぶりに。

Ｑ．町
まち

の皆
みな

さんに一
ひとこと

言

Ａ．七
なな

久
く

保
ぼ

小
しょう

学
がっ

校
こう

にも以
い

前
ぜん

お世
せ

話
わ

になったことがあ

り、飯
いい

島
じま

町
まち

にお世
せ

話
わ

になるのは２回
かい

目
め

です。何
なん

回
かい

来
き

て

もよいところです。よろしくお願
ねが

いします。

きめつのやいばきめつのやいば
かまどねずこかまどねずこ

しんかんせんのしんかんせんの
うんてんしゅうんてんしゅ

きめつのやいばきめつのやいば
こちょうかなえこちょうかなえ

きめつのやいばきめつのやいば
かまどねずこかまどねずこ

ききめつのやいばめつのやいば
こちょうしのぶこちょうしのぶ

きめつのやいばきめつのやいば
とみおかぎゆうとみおかぎゆうかしゅかしゅ
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町
内
の
大
会
結
果

■
第
27
回
飯
島
町
弓
道
大
会

（
８
月
２
日

　
飯
島
町
弓
道
場
）

☆
中
学
生
の
部

　
①
大お

お

島し
ま

葉は

月づ
き

　
②
小こ

ば

林や
し

聖
ひ
じ
り

　
③
大お

お

月つ
き

瑠る

風か

☆
高
校
・
一
般
の
部

　
①
有あ

る

賀が 

渉わ
た
る　

②
山や

ま

口ぐ
ち

澄す
み

男お

　
③
山や

ま

口ぐ
ち

安や
す

彦ひ
こ

☆
団
体

　
①
Ｂ
チ
ー
ム
（
鈴
木
、
小
林
、
馬
場
）

　
②
Ｃ
チ
ー
ム
（
有
賀
、大
島
、山
口
（
安
）
）

　
③
Ａ
チ
ー
ム
（
蟹
澤
、
桃
澤
、
今
井
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
及
び
文
化
活
動
指

導
に
係
る
指
導
者
の
募
集
に
つ
い
て

　
飯
島
町
ス
ポ
ー
ツ
連
絡
協
議
会
で
は
各

種
指
導
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
町
の
人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
主
に
中
学
校
部
活
動
で
の

指
導
が
で
き
る
方
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
社
会
体
育
団
体
で
の
指
導
が
で
き
る
方

で
す
。
今
後
も
活
発
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
か
ら
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
延
期
を
し
て
い
た
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
座
で
す
が
９
月

か
ら
開
講
予
定
で
す
。
今
年
度
は
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
に
加
え
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
囲
碁

ボ
ー
ル
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
体
験

で
き
る
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
普
段

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
種
目
に
接
す

る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
程

　
全
８
回
（
毎
週
水
曜
日
）

　
　
　
　
第
１
回

　
９
月
２
日
（
水
）

■
時
間

　
19
時
～
21
時

　

■
場
所

　
飯
島
体
育
館

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

飯
澤
美み

紀き

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
１
歳

か
ら
３
歳
ま
で
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
対

象
に
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
プ

ー
ル
の
中
で
抱
っ
こ
、
ジ

ャ
ン
プ
、
浮
か
ぶ
等
の
運

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
赤

ち
ゃ
ん
が
楽
し
く
水
に
親

し
み
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
テ
ー
マ

①
『
暮
ら
し
に
息
づ
く
防
災 

　
　
　
　
～
特
別
な
こ
と
で
な
く
～
』

　
９
月
１
日
は
『
防
災
の
日
』
で
す
。

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東

大
震
災
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
長

野
県
中
部
か
ら
岐
阜
県
飛
騨
地
方
に
か
け

て
、
地
震
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

数
年
前
か
ら
東
海
沖
地
震
の
発
生
お
よ
び

津
波
に
よ
る
被
害
に
注
意
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
災
害
が
起
き
る
た
び
に

「
記
録
的
な
」「
予
想
を
超
え
る
」「
想
定

外
の
」
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

も
は
や
、
過
去
の
デ
ー
タ
に
頼
っ
て
ば
か

り
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
９
月
は
図
書
を

通
し
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

②
わ
た
し
を
手
に
と
っ
て
！

　　
飯
島
町
図
書
館
に
は
８
万
冊
を
超
え
る

蔵
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
ま
だ

一
度
も
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
本
が

何
冊
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
本
を
選
ん
で

み
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
手
に
と
っ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
着
本
情
報

新
着
本
情
報

『
少
年
と
犬
』　
馳

　
星
周
・
著

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
家
族
に
飼

わ
れ
て
い
た
犬
が
、
日
本
中
を
さ
ま
よ
う

中
で
出
会
っ
た
人
間
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

や
絆
を
描
い
た
短
編
集
。
直
木
賞
受
賞
作

品
。
作
者
の
馳
氏
は
２
匹
の
犬
を
飼
う
愛

犬
家
で
長
野
県
軽
井
沢
町
在
住
。

『
も
し
地
球
に
植
物
が
な
か
っ
た
ら
？
』

き
ね
ふ
ち 

な
つ
み
・
著
（
絵
本
）

地
上
に
生
命
が
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
の

お
は
な
し
を
描
い
た
「
せ
い
め
い
の
れ
き

し
（
バ
ー
ト
ン
著
）」
と
い
う
絵
本
は
名

作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
本

は
、
植
物
の
視
点
か
ら
地
球
の
歴
史
を
振

り
返
っ
た
も
の
で
、
人
間
を
は
じ
め
と
し

た
動
物
の
視
点
と
は
全
く
異
な
っ
た
生
命

の
歴
史
が
見
え
て
く
る
。
あ
な
た
は
、
地

球
に
初
め
て
咲
い
た
花
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

９
月(

長な
が

月つ
き)

◆絵本とあそぶつどい
と　き　９月６日（日）
　　　　午前10:30～
ところ　図書館こどものひろば

◆おはなしの森
と　き　９月 12 日（土）
　　　　午前 10:30 ～
ところ　図書館こどものひろば

◆休館日
１日・７日・14 日・23 日・28 日・
30 日

スケジュール



７月の戸籍

2020.08.20 ◆ No.58623   　

　
短
　
歌

何
と
い
う
今
年
は
地
球
の
厄
年
か

　

人
智
を
試
す
コ
ロ
ナ
と
豪
雨

織
田
信
行

始
め
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
と
な
る
孫
出
社

　

今
夜
テ
レ
飲
み
画
面
で
缶
パ
ー
イ市

村
通
泰

明
日
行
く
と
孫
の
電
話
に
点ぽ

ち

袋
の

　

と
し
の
字
消
し
て
ぼ
ん
と
加
筆
す

桃
澤
美
寿
々

真
夜
中
に
屋
根
打
つ
雨
の
激
し
さ
に

　

植
え
た
野
菜
の
傷
み
を
案
ず

上
前　

守

長
雨
で
雀
七
羽わ

と
鳩
一
羽わ

　

我わ

が
庭
先
で
餌え

さ

を
つ
い
ば
む

鳳
来
山
人

　
俳

　
句

　

神
様
の
お
通
り
な
る
か
青
田
風

米
山
香
織

風
薫
る
左
ス
マ
ホ
に
右
手
犬

工
藤
よ
し
子

老
鶯
や
手
に
は
微
糖
の
缶
コ
ー
ヒ
ー

土
村
ま
さ
子

梅
雨
晴
間
雲
蹴
飛
ば
し
て
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ

片
桐
省
平

女
梅
雨
樹
下
に
ひ
そ
め
る
地
の
吐
息山

口
斗
人

　こんにちは赤ちゃん

　北
きた

澤
ざわ

　昊
こう

佑
すけ

ちゃん　（石曽根）

　　　　克
かつ

悦
よし

・彩
あや

子
こ

さん

　中
なか

山
やま

　光
ひか

莉
り

ちゃん　（グリーンハート）

　　　　裕
ひろ

人
と

・香
か

澄
すみ

さん

　大
おお

嶋
しま

　陸
りく

斗
と

ちゃん　（荒田）

　　　　直
なお

樹
き

・恵
めぐみ

さん

　京
きょう

澤
さ わ

　怜
れ

生
い

ちゃん　（上ノ原）

　　　　智
とも

浩
ひろ

・友
とも

美
み

さん

　久
く

保
ぼ

田
た

　そのちゃん　（本郷第一）

　　　　智
とも

之
ゆき

・京
きょう

子
こ

さん

　加
か

藤
とう

　光
ひかる

ちゃん　（赤坂）

　　　　美
み

香
か

さん

　ご結婚おめでとう

　村
むら　た

田　晃
こう

一
いち

さん　（追引）

　芳
よし

村
むら

　美
み

咲
さき

さん　（岐阜県）

　ご冥福をお祈りします

　平
ひら

澤
さわ

　　夫
くに　お

さん　93歳（上ノ原）

　小
こば

林
やし

ひで子
こ

さん　96歳（南仲町）

　上
か み

條
じょう

　清
せい

治
じ

さん　80歳（新田）

　伊
い

藤
とう

志
し

げ子
こ

さん 103歳（荒田）

　※掲載の承諾を頂いた方のみ

　　掲載しています。

♡
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９
月
９
月

令
和
３
年
度
採
用

令
和
３
年
度
採
用  

飯
島
町

飯
島
町  

一
般
職
員
募
集

一
般
職
員
募
集

　
町
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

採
用
の
飯
島
町
一
般
職
員
を
若
干

名
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

　
中
級
一
般
事
務
・
中
級
保
育
士

■
応
募
資
格

・
一
般
事
務
は
、
短
期
大
学
以
上 

　
卒
業
（
見
込
を
含
む
）
の
方

・
保
育
士
は
、
短
期
大
学
以
上
卒 

　
業
（
見
込
を
含
む
）
で
保
育
士 

　
資
格
を
お
持
ち
の
方

※
両
職
種
と
も
令
和
３
年
４
月
１ 

　
日
で
24
歳
ま
で
の
方

■
申
込
期
間

　
９
月
17
日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

■
お
問
合
せ

　
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
内
線
211

自
家
用
井
戸
水
水
質
検
査
の
実
施

自
家
用
井
戸
水
水
質
検
査
の
実
施

　
検
査
は
、
希
望
者
本
人
が
直
接

申
し
込
む
方
法
で
す
。
希
望
さ
れ

る
場
合
は
期
限
内
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
検
査
項
目

　
飲
用
可
・
不
可
の
判
定
（
11
項
目
）

■
申
込
期
間
（
容
器
配
布
）

　
９
月
１
日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

　
※
休
日
も
宿
直
で
受
付

■
申
込
先

　
住
民
税
務
課
窓
口

■
井
戸
水
提
出
日

　
９
月
17
日
（
木
）

■
検
査
料
金

　
７
，１
５
０
円
（
税
込
）

　
後
日
、
検
査
結
果
に
同
封
さ
れ

る
振
込
用
紙
で
検
査
業
者
へ
直
接

振
込
と
な
り
ま
す
。（
振
込
手
数

料
が
別
途
必
要
）

■
お
問
合
せ

　
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
　
内
線
155

犬
猫
譲
渡
会
に
つ
い
て

犬
猫
譲
渡
会
に
つ
い
て

　
伊
那
保
健
所
主
催
で
犬
猫
の
譲

渡
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
犬
猫
の
飼
育
を
ご
検
討
の
方

は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
※
原
則
第
２
日
曜
日

　
令
和
２
年
９
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
12
月
13
日
（
日
）

　
令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
３
月
14
日
（
日
）

■
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
内
容

　
保
健
所
で
収
容
さ
れ
て
い
る
犬

　 

猫
の
見
学
及
び
譲
渡

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

　
対
策
と
し
て
入
場
制
限
を
行
い 

　
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
譲
渡
会
が
開
催
さ 

　
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開

　 

　
催
状
況
は
伊
那
保
健
所
の
ホ
ー 

　
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
長
野
県
南
信
犬
等
管
理
所

■
お
問
合
せ

　
伊
那
保
健
所
食
品
・
生
活
衛
生
課

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
４
０

緑
の
募
金
実
績
報
告
と
お
礼

緑
の
募
金
実
績
報
告
と
お
礼

　
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
「
緑
の
募
金
」
は
、
総
額

50
万
１
，
９
０
９
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
は
、
公
益

財
団
法
人
長
野
県
緑
の
基
金
へ
送

金
さ
れ
、
森
林
の
整
備
・
緑
化
の

町民と町長のほっと懇談会
９月の開催日

総務課文書情報係　内線215

23日(水)午後５時30分～８時
場所：町長室

※公務の都合により変更となること

があります。事前に連絡をお願いし

ます。

マイマイガに注意しましょう！マイマイガに注意しましょう！
町内各所でマイマイガの大量発生が報告されています。正しく・安全に駆除・撤去す

ることで翌年以降の大発生の抑制にご協力をお願いします。

■マイマイガとは

ドクガ科の大型のガで、幼虫（毛虫）は山林の広葉樹やりんごなどの果樹・街

路樹・庭木等に食害を与えます。成虫は夜間大量に飛来し、秋にかけて建物の外

壁や照明近くの電柱・樹木に 300 ～ 600 個卵魂を生み付けます。

■健康上注意すること

ふ化直後の幼虫には毒毛があり、成長した幼虫では毛が刺さることがあるので、

外干しの洗濯物に付着していないか注意が必要です。

■卵魂の駆除・除去の方法

　外壁などに付いた卵魂は、柔らかいヘラや半分に切ったペットボトルを利用し

た用具でそぎ落とし土に深く埋めるか、小袋に入れしっかり封をして燃えるごみ

の袋で一般ごみとして出してください。

※駆除用に使用したペットボトルは可燃ごみとして出す。成虫や卵魂への作業の

際は、鱗毛が目に入ったり吸い込まないよう、手袋・マスク・ゴーグルを着用し

てください。
住民税務課生活環境係　内線 155

駆除した後はペットボトル駆除した後はペットボトル
ごと可燃ごみへ！ごと可燃ごみへ！

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり５　～私たちができること～

「人間としての尊厳を大切にし、暴力的な言動や差別などのないよう常に心がけましょう」
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推
進
・
緑
を
通
じ
た
国
際
協
力
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
飯
島
町
に
も
寄
付
金
と
し

て
募
金
の
一
部
が
還
付
さ
れ
、
小

中
学
生
等
の
緑
化
推
進
事
業
の
資

金
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
飯
島
町
の
大
切
な
自
然
を
守
る

た
め
に
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
募
金
協
力
者
（
敬
称
略
）】

　
一
般
家
庭
・
町
内
学
校
・
飯
島

町
建
設
業
協
会
・
上
伊
那
農
協
飯

島
支
所
・
登
美
屋
建
設
・
飯
島
町

役
場

■
お
問
合
せ

　
産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係 

内
線
107

「
児
童
扶
養
手
当
」、「
特
別
児
童

「
児
童
扶
養
手
当
」、「
特
別
児
童

扶
養
手
当
」
を
受
け
て
い
る
方
へ

扶
養
手
当
」
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
手
当
「
児

童
扶
養
手
当
」
、
「
特
別
児
童
扶

養
手
当
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
支
給
要
件
の
診
査
を
す
る
た

め
、
毎
年
８
月
に
「
現
況
届
」
・

「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　
対
象
の
方
へ
は
町
か
ら
ご
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

の
上
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
合
せ

　
伊
那
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　
☎
０
２
６
５-

７
６-

６
８
１
０ 

　
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
内
線
175

飯
島
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

飯
島
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
支
援
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

症
対
策
支
援
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
飯
島
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
協
力

し
、
影
響
を
受
け
た
町
内
事
業
者

の
う
ち
、
国
の
持
続
化
給
付
金
、

県
・
市
町
村
連
携
給
付
金
・
支
援

金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
対

し
、
事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
と

し
て
、
最
大
15
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
①
～
④
を
す
べ
て
満
た
す

方
（
業
種
不
問
）

①
町
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
法 

　
人
又
は
個
人
で
あ
っ
て
、
令
和 

　
元
年
以
前
か
ら
事
業
に
よ
る
事 

　
業
収
入
を
得
て
お
り
、
そ
れ
が 

　
主
た
る
収
入
で
あ
る
方

②
令
和
２
年
３
月
か
ら
５
月
ま
で 

　
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、 

　
前
年
同
月
に
比
し
て
25
％
以
上 

　
50
％
未
満
減
少
し
た
方

※
売
上
を
前
年
同
月
と
比
す
る
こ 

　
と
が
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、 

　
令
和
元
年
の
月
平
均
の
売
上
に 

　
比
す
る

③
国
の
持
続
化
給
付
金
お
よ
び
県 

　
・
市
町
村
連
携
協
力
金
・
支
援 

　
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

④
税
務
申
告
を
し
て
い
る
方

■
補
助
金
額

　
対
象
者
②
で
比
し
た
売
上
高
の 

　
減
少
額
（
上
限
15
万
円
・
千
円 

　
未
満
切
捨
て
）

■
申
請
期
間

　
令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
合
せ
・
提
出
先

　
産
業
振
興
課
商
工
係
　
内
線
104

「
整
理
収
納
と
暮
ら
し
の
片
つ
け
」

「
整
理
収
納
と
暮
ら
し
の
片
つ
け
」

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
シ
ニ
ア
世
代
の
「
整
理
・
収
納
・

片
つ
け
」
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

　
10
月
１
日
（
木
）

　
受
付

　
午
後
１
時
10
分

　
開
会

　
午
後
１
時
30
分

■
会
場

　
駒
ケ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
議
室
（
駒
ケ
根
市
梨
の

木
２
番
22
号
）

■
講
師

　
橋
本 

晶
子 

氏

　（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
対
象
者

　
60
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
興
味
の
あ
る
方

■
受
講
料

　
無
料

■
持
ち
物
　

　
筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
マ
ス
ク

■
募
集
期
間
　

　
８
月
17
日（
月
）～
９
月
18
日（
金
）

　
次
の
申
込
先
で「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　
駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６
５-

８
３-

８
１
８
４

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

　
☎
０
２
６
５-

７
３-

８
６
０
９

  © 段　丹映子　無断転載禁止

 （「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍刊

男女共同参画 マンガ男女共同参画 マンガ

役割交代役割交代

８月１日現在の

下水道つなぎ込み率
建設水道課水道係　内線134

公共下水道飯島地区…80.4%↑／公共下水道七久保地区…84.2％↓／農業集落排水七
久保北部地区…93.2％→／農業集落排水田切南部地区…92.2％→／農業集落排水本郷
東部地区…90.5％→／合併浄化槽地区…81.4％↑／合計…83.5％↑
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「「
２
０
２
０

２
０
２
０
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」」

高
齢
者
作
品
展
の
作
品
募
集

高
齢
者
作
品
展
の
作
品
募
集

　
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委

員
会
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
創

作
活
動
や
文
化
活
動
を
応
援
す
る

た
め
、
高
齢
者
の
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
。

■
出
品
者
資
格

　
長
野
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

■
部
門

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工

芸
、
書
、
写
真
の
６
部
門

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル 

　
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
作
品 

　
展
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
全
作 

　
品
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、 

　
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
展
示
会 

　
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
込
締
切

　
令
和
２
年
10
月
16
日
（
金
）

■
提
出
先

　
飯
島
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
高
齢
者
福
祉
係

※
募
集
案
内
・
申
し
込
み
用
紙
な 

　
ど
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　
公
益
財
団
法
人

　
長
野
県
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
２
６-

２
２
６-

３
７
４
１

再
就
職
へ
の
近
道

再
就
職
へ
の
近
道  

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　
も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
目
指
す

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
・ 
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科

　
・
金
属
加
工
科

　
・
電
気
設
備
技
術
科

■
訓
練
期
間

　
６
か
月
間

　
10
月
２
日（
金
）～
３
月
29
日（
月
）

■
定
員

　
各
科
15
人

　（
金
属
加
工
科
は
12
人
）

■
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　（
松
本
市
寿
北
７-

１
７-

１
）

■
対
象

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み

を
し
て
い
る
方

■
受
講
料
　
無
料

　（
テ
キ
ス
ト
代
及
び
作
業
服
代 

　
等
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

■
申
込
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

■
申
込
期
限
　
８
月
28
日
（
金
）

■
お
問
合
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本

　
☎
０
２
６
３-

５
８-

３
３
９
２

【
町
の
相
談
】

【
町
の
相
談
】

◆
結
婚
相
談

　
９
月
８
日
（
火
）

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

　
コ
ス
モ
ス
園

　
相
談
員

　
森
本
元
司

　
☎
０
９
０
‐
３
４
０
３
‐
７
７
５
４

◆
教
育
相
談

　
月
～
金
曜
日
（
中
学
登
校
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　
飯
島
体
育
館
☎
８
６
‐
２
１
３
５

　
相
談
員
　
倉
沢
信
二

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談

　
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
こ
ど
も
室
　
☎
８
６
‐
６
７
１
１

　
相
談
員
　
村
上
初
美

◆
子
育
て
相
談
　
月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
ま
す

◆
心
の
相
談
（
予
約
制
）

　
９
月
７
日
（
月
）、
25
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
～

　
相
談
員

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
問
保
健
医
療
係

　
内
線
199

◆
健
康
相
談
・
育
児
相
談

　
９
月
８
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

　
問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
‐
２
７
０
４

◆
高
齢
者
・
介
護
相
談
日

　
９
月
８
日
（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
線
196
・
197

◆
障
が
い
者
相
談

　
９
月
10
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
正
午

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

　
や
す
ら
ぎ

　
問
地
域
福
祉
係
　
内
線
177

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】　
　
　
　

◆
み
ん
み
ん
カ
フ
ェ

　
９
月
18
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

　
田
切
公
民
館
・
本
郷
公
民
館

　
相
談
員

　
民
生
児
童
委
員

　
問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
６
‐
５
５
１
１

　

　【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】　

　
　
　

◆
行
政
相
談

　
９
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
‐
４
８
６
３

　
相
談
委
員

　
米
田
章
一
郎

◆
女
性
の
就
業
相
談
（
予
約
制
）

　
９
月
23
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー

　
相
談
員
　
女
性
就
業
支
援
員

　
南
信
州
地
域
振
興
局

　
☎
０
８
０-

８
４
９
２-

６
４
８
１

※
電
話
相
談
は
予
約
不
要

　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
電
話
相
談

　
平
日 

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
半

　
☎
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談（
予
約
制
）

飯島町交通死亡事故ゼロ2000日達成まであと４７５日（令和２年７月31日時点）
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９
月
３
日
（
木
）・
17
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
伊
那
合
同
庁
舎
内
交
通
事
故
相
談
室

　
☎
０
２
６
５
‐
７
６
‐
６
８
０
３

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
平
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
‐
４
５
５
６

◆
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
通
報
窓
口
）

　
☎
０
２
６
‐
２
１
９
‐
２
４
１
３

◆
税
金
の
無
料
相
談
所（
予
約
制
）

　
９
月
２
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
税
理
士
会
伊
那
支
部

　
☎
０
２
６
５
‐
７
４
‐
８
１
７
０

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

　
　
　

　
９
月
９
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
長
野
県
行
政
書
士
会
伊
那
支
部

　
☎
０
２
６
５
‐
７
３
‐
２
２
０
８

※
事
前
の
連
絡
が
必
要
で
す

◆
労
働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　
南
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６
５
‐
７
６
‐
６
８
３
３

◆
司
法
書
士
会
に
よ
る
常
設
電
話
相
談

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
生
活
に
お
困
り
の
方
へ
の
無
料

　
電
話
相
談

※
詳
し
い
相
談
内
容
や
時
間
は
、

　
長
野
県
司
法
書
士
会
の
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
６
‐
２
３
２
‐
７
４
９
２

　
次
の
方
か
ら
、
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♠
こ
ど
も
達
の
感
染
症
対
策
と
し
て

■
株
式
会
社
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

　
様

　
原
料
用
ア
ル
コ
ー
ル 

　「
喜
久
水
」
206
・
４
リ
ッ
ト
ル

■
匿
名
　
様

　
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
４
，
６
０
０
枚

９月の納税 国民健康保険税第４期分 【納期限】９月30日(水)

広
告

野良猫を増やさないために野良猫を増やさないために
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

　今年に入り町内で野良猫の苦情が増えています。次の点を必ず守
っていただき野良猫を増やさないようご協力をお願いします。

■野良猫に餌を与える行為は責任が伴います！
～野良猫を増やさないために出来ること～

餌を与える行為は、与えた方が責任を持って面倒をみることを意味します。
①　他人の敷地や公共の場所で餌をやらない。（必ず自分の敷地で）
②　置き餌をせず食べ終わったらすぐその場で片付けて掃除をする。
③　フンの始末をする。
　　（庭の土を掘り返したり、プランターに園芸用の土を入れる。「その猫のフン」 
　　  や「またたび」を入れると猫はトイレとして使うようになります。）
④　去勢・不妊手術をする。
　　（猫は生後早いものでは３か月程で繁殖能力が発達しますので要注意です。）

■飼い猫は屋内飼育をしましょう！
～近所迷惑・トラブルとならないために～

　飼い猫であっても野放しを癖にすると、近所を徘徊して他人の敷地にフン
をしたり、他の家に侵入したりするなど近所への迷惑行為となりかねません。
また、野良猫と接触する可能性も増えて予期せぬ病気や妊娠などに繋がって
しまうことや交通事故に遭う可能性もあります。飼い主の方は最後まで責任
と愛情をもってマナーを守った飼い方に努めましょう。

住民税務課生活環境係　内線 157
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その気持ち　誰かを笑顔にさせる種

【厚生労働省児童福祉週間標語】

９月　わんぱくカレンダー９月　わんぱくカレンダー
お問合せ　教育委員会こども室（内線637）

いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、東部保育園（東保）、

全保育園（３園）、飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、

飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）、町図書館（図書館）、生涯学習センター（生涯セ）　

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ 2 3 4 5

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

家庭相談
　火・木・金曜日
　A8:30～P5:00
　こども室

☎0265-86-6711

教育相談
 月～金曜日（中学登校日）

  A8:30～P3:00
  飯島体育館

  ☎0265-86-2135
避難訓練（小学校）

休館日（図書館） 耳鼻科検診(1年)(飯中)
子育てママのヨガ体操

(い子)
土曜参観日(飯小)

特別保育(3園)

園庭整備(飯保)
絵本とあそぶつどい(図書館) 休館日 (図書館 )

発育測定(6年)(飯小)
バイオリンとピアノの

コンサート(い子) 発育測定(5年)(飯小) 発育測定(4年)(飯小) 発育測定(3年)(飯小)

運動会(七小)
おはなしの森(図書館)

特別保育(3園)

吹奏楽部定期演奏会
(飯中)

発育測定 (2 年 )( 飯小 ) 
休館日 (図書館）

交通安全教室(飯小)
発育測定(1年)(飯小)

耳鼻科検診(1年・5年)
(飯小)

社会見学(4年)(飯小)
わんぱく広場(い子)

運動会(東保・七保)
特別保育(3園)

運動会(飯保)

特別保育 (七保 )
耳鼻科検診 (3 年・5年）

（飯小）
休館日 (図書館） 視力検査(1年)(飯小)

清龍祭(飯中)
身体測定(3園)

避難訓練(飯保)
視力検査(4年)(飯小)

親子リトミック(い子)
清龍祭(飯中)

特別保育(3園)

視力検査 (6 年 )( 飯小 )
避難訓練 (東保）
休館日（図書館）

誕生日会(3園)
視力検査(5年)(飯小)

秋の巡回映画(小学校)
ベビーヨガ教室(い子)

手紙手渡し運動 (6 年 )( 七小 )
視力検査 (3 年 )( 飯小 )

避難訓練 (七保）
休館日 (図書館 )

【つどいのひろば】
A9:30～P4:00

【おはなしの広場】
月～金曜日A11:15～11：30

【子育て相談】
A8:30～P5:00

☎0265-86-8131

移動図書館車
毎週水曜日：七保・七小

毎週木曜日：飯保
毎週金曜日：東保・飯小

お問合せ　いいっ子センター　☎0265-86-8131

■９月のイベント

▲

子育てママのヨガ体操（講師:伊藤祐奈先生）
  【要予約・託児予約あり10名限定】
　　日時:９月３日(木)　午前10:30～11:15

　　場所:いいっ子センター

▲

バイオリンとピアノのコンサート

　　日時:９月８日(火)　午前10:30～

　　場所:いいっ子センター

　 　

講師:藤塚和裕先生（バイオリン）

　 　 　 　  

藤塚千恵先生（ピアノ）

▲

わんぱく広場（来入園児対象）

　　日時:９月16日(水)　午前10:00～10:45

　　場所:いいっ子センター

▲

親子リトミック（講師:木下妙子先生）

  【要予約・託児あり】

　　日時:９月25日（金）

　　　①午前９:30～10:15(０歳児対象)

　　　②午前10:30～11:30(歩ける子対象)

　　場所:いいっ子センター

▲

ベビーヨガ教室（講師:森下晏希先生）

  【要予約・限定10名】

　　日時:９月29日(火)　午前10:00～10:45

　　場所:いいっ子センター

※詳しくは、いいっ子センターで配布する予定表をご覧ください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントが延期、 

　中止となる場合がありますので、ご承知おきください。

いいっ子センターいいっ子センター（子育て支援センター）（子育て支援センター）

お問合せ　住民税務課生活環境係（内線157）

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

古紙・布類
７日
(月)

14日
(月)

21日(月)
28日
(月)

ビン・スチール缶
アルミ類・灰

３日(木) 17日(木)

ペットボトル ９日(水) 23日(水)

可燃ごみ（祝日も○） 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ（祝日は×） 水 木

粗大ごみ（有料）
小型家電（無料）

６日(日)
田切体育館　午前８時～８時55分
本郷体育館　午前９時５分～10時

■外来種への対応についてのお願い

　外来種とは、人間の活動によって他の地域から入ってきた

生物・植物のことを指します。

　中には、繁殖性の強さなどから他の生態系に影響を及ぼす

ものやアレルギーの要因になる物もあります。

◇セイタカアワダチソウ

　10月から12月にかけて黄色い花

を咲かせ、大きいものでは全長が

２ｍ前後もある植物です。遊休農

地や空き地等に群生する事も多

く、大きくなると駆除が困難とな

りますので早目に駆除をする事が

有効です。

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより
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体育館開放日体育館開放日

日時：９月12日（土）午後７時30分～９時

場所：飯島体育館、田切体育館、本郷体育館

　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

　※９月のニュースポーツ体験コーナーは、

　　田切体育館です。

お問合せ　教育委員会生涯学習係（内線632）

■健康教室　　　　　問　健康福祉課保健医療係　内線190

〇音楽療法（ストレスを解消したい方）
日　時：９月２日（水）午前９時30分
場　所：コスモス園

■介護予防教室　　問 健康福祉課高齢者福祉係　内線196

〇健幸教室
日　時：９月１日・８日・15日・29日　
　　　　午前9時45分～午前11時45分
場　所：西庁舎営農研修室

○いいじま健康塾
【飯島会場】場所：健康スタジオやまなみ
　日時：９月２日・９日・16日・23日・30日
　　　　午前10時～11時40分
【七久保会場】場所：七久保林業センター
　日時：９月４日・11日・18日・25日
　　　　午前10時～11時40分

健康と介護予防の教室健康と介護予防の教室

■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）問 内線189

〇３か月児健康診査
　日時：９月15日（火）午後１時
　対象：令和２年５月生まれ

〇５か月児育児相談
　日時：９月15日（火）午後１時20分
　対象：令和２年４月生まれ

〇９か月児健康診査
　日時：９月15日（火）午後１時
　対象：令和元年11月生まれ

〇12か月児育児相談
　日時：９月15日（火）午前９時10分
　対象：令和元年８月～令和元年９月生まれ

〇２歳児育児相談
　日時：９月28日（月）午前９時10分
　対象：平成30年７月～平成30年９月生まれ

〇３歳児健康診査
　日時：９月17日（木）午後12時50分
　対象：平成29年７月～平成29年９月生まれ

■検診など　　　　　問 健康福祉課保健医療係（内線190）

〇子宮がん検診（予約制）
　日時：月・火・水・金曜日　午後３時～午後４時30分
　場所：駒ケ根高原レディスクリニック

〇乳がん検診
　日時：９月２日（水）、30日（水）　受付 正午～
　場所：西庁舎保健センター

〇マンモグラフィ検診
　日時：９月18日（金）　午後１時15分～
　場所：七久保林業センター

〇マンモグラフィ検診（予約制）
　日時：９月２日（水）、16日（水）　午後１時30分～
　場所：昭和伊南総合病院

みんなの健康みんなの健康

■休日歯科緊急診療

９月６日・13日・20日・21日・22日・27日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

９月６日(日) おはようクリニック（駒） 83-6103

９月13日(日) 須田医院（駒） 81-5050

９月20日(日) 南向診療所（中） 88-2019

９月21日(月) 木下医院（駒） 82-3712

９月22日(火) 下平けやき診療所（駒） 81-6303

９月27日(日) 北原医院（宮） 85-2214

休日緊急当番医休日緊急当番医
市外局番　0265

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※上記以外の上伊那郡内休日緊急当番医は「上伊那　 

　広域消防本部」のホームページをご覧ください。

お問合せ　健康福祉課保健医療係（内線172）

■９月の番組予定 【放送時間】

午前6：30

 　 7：30

 　 8：30

 ※10：30

午後0：30

　　1：30

　※3：00

    5：00

 　 7：30

 　 9：30

   11：00

   12：00

７日～　飯島陣屋を見学してみよう

14日～　営農センターだより

21日～　社協だより

28日～　下水道のしくみ

※午前10：30～、午後3：00～の放送は

「いいちゃん貯筋体操」をお送りします。

※番組の切り替えは月曜の午後7時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

お問合せ　総務課文書情報係（内線216）
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     人口　　　    男　　　　    女　　　　  世帯数

   9,333人（-11）  4,567人（+2）     4,766人（-13）      3,621戸（-6）
人のうごき

  【8月１日現在】

（　）内は前月比

いいちゃんメール
の登録は右のQR
コードにアクセス！
ながの電子申請か
ら登録してね！！

山路を登りながら26
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